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研究ノー ト アンゴラ北東部におけるチ ョクウェの

「親指ピアノ」の多様性と生活世界

国立民族学博物館 池 谷 和 信

　 「親指 ピアノ」は,ア フリカで生 まれ,現 在でもサハラ以南のアフリカ各地に広 くみ られる楽器である。

本稿では,ア ンゴラ北東部に暮らすチ ョクウェの音文化のなかで 「親指 ピァノ」に焦点 をおいて,そ の楽器

の形態やそこから演奏 される曲の歌詞を分析することから,チ ョクウェの音文化と生活とのかかわりあいを

把握する。調査は,ア ンゴラ北東部の ドユン ド町内や近郊に住む9人 の演奏者 を対象にして,聞 き取 り調査

や演奏曲を録音する作業をおこなった。

　チョクウェは,ア ンゴラ東部を中心にして居住するバ ンツー系の人々である。彼らは,キ ャッサバ栽培な

どの農耕を中心として,狩 猟,漁 労,出 稼 ぎなどを複合 させた生業 を営んでいる。まず この地域では,各 々

の形態の違いに応 じて独自の名称を持つ8種 類の 「親指ピアノ」を確認で きた。また,収 集された43曲 は,

男性によって単独で演奏 されるのもので,す べての曲に歌詞がついていた。このうち31曲 の歌詞の内容を分

析すると,経 済生活,男 女関係や親子関係,日 常生活,出 来事,割 礼儀礼,植 民地時代の歴史などに分類 さ

れる。さらに,1960年 代の報告と現在のものとを比較すると,「親指 ピアノ」は,娯 楽としては使われている

点では共通 しているものの儀礼の際には用い られなくなっていた。本稿ではこの楽器の機能として,歌 詞の

なかに登場 していた様々な出来事が次の世代に伝承 されていくことから,当 時の生活世界が反映された個人

史が伝承される点に注目している。

1.は じめ に

(1)研 究史,目 的,方 法

　 「親指 ピア ノ」 は,ア フリカで生 まれ,現 在で もサハ

ラ以 南 の ア フ リカ 各 地 に広 くみ られ る 楽 器 で あ る

(Kubik,1998)。 筆 者 は,こ の楽器に焦点 をおいて,そ れ

がアフリカ各地 に拡散 してい った歴史,人 々の生活 のな

かでの音楽 の役割 を把握す ることを問題意識 として もっ

てい る。す でに筆者 は,ア フ リカ全体の 「親指 ピア ノ」

の形態 分類 とその発達 プロセ スにつ い て報 告 してい る

(池谷,2000)。 ま た,現 代 アフ リカにおいてその楽器 を

使 う ミュージシャンが どの ように生 まれているのか,ド

イツのエキスポ2000で の 彼 らの活動 を とお して明 らかに

してい る(池 谷,2001)。

　 さて,本 稿 で対 象 とす るチ ョク ウェ(Tshokwe)の
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「親指 ピア ノ」 は,鉄 製 と木製の キーの両者 が併用 され

ていること,数 種類の タイプの ものが知 られてい ること,

鍵盤 に幾何 学模様 が付 与 され ることな どか ら,ア フ リカ

全体 の なかで特異 な存 在で あ る。 すで にチ ョク ウェの

「親指 ピアノ」 の研究 は,現 在の内戦 が開始 され る前の

ポル トガル植民 地 アンゴ ラの時代 に,民 族音楽 に関す る

共同調査の一部 として実施 されてい る。

　 この調査 に参 加 したバ ステ ィン(Bastin)は,チ ョク

ウェの 「親指 ピア ノ」 を簡単 に紹介す ると同時 に,彼 ら

の伝統 的音 楽に関 して楽器,歌,ダ ンスの3点 からまと

めてい る(Bastin,1961,1992)。 ま た,現 在の北ル ンダ

州 ドユン ド西 部の ロブア(Lovua)地 区 と ドユ ン ド南部

のカ ミソンボ(Camissombo)地 区 での網羅的 な事例研究

が報告 されている(Diamang,1961,1967>。

　 その一方 で,Redinha(1984:145-147)は,ア ンゴ ラ

全体の楽器 を概観す るなかでチ ョクウェやルエナの 「親

指 ピア ノ」 に もふ れ て い る。 こ こで は,"キ サ ン ジ"

(quissanje)と い う総称 が使 われてい るほか,"ム タパ ダ'

(mutxapata),"ム エ ンバ"(muiemba)の み が記載 されて
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いる。

　 その後Bore1(1986:56-107)は,ア フリカの 「親指ピ

アノ」 を概説するなかでアンゴラの国内に散在 していた

チョクウェのチタンジ(tshitanzi)を簡単に紹介している。

しか し,体 系的な分類への言及はない。 さらに,Kubik

(1998)は,ア フリカの 「親指ピアノ」の歴史を概括 して

ベル リンの民族学博物館所蔵の 「親指ピアノ」を紹介す

ると同時に,1965年 のチョクウェ社会での現地調査から

その楽器の製作工程や音階などの報告をしている。

　以上のように研究史をふりかえってみると,チ ョクウ

ェの 「親指 ピアノ」の多様性がばらばらに記述されてき

たこと,「親指ピアノ」と彼らの生活との関係が十分に明

らかにされたわけではないこと,1975年11月 にポル トガ

ルから独立 して以降現在までの約25年 間,チ ョクウェ社

会での現地調査がまったく実施 されていないことがわか

る。この点では,2001年 の現地調査の成果と1960年 代の

ものとを比較することで,音 文化の歴史的変化 を把握す

ることもできるであろう。

　本研究では,チ ョクウェの音文化のなかで 「親指ピァ

ノ」に焦点をおいて,そ の形態やそこから演奏 される曲

をとおして,チ ョクウェの音文化 と生活 とのかかわりあ

いを把握することを目的とする。あわせて,既 存の文献

を利用することで1960年 代から現在までの約30年 以上に

およぶ歴史的な変化を明らかにする。

　筆者は,2001年1月 中旬か ら2月 上旬にかけて,ア ン

ゴラ北東部の ドユン ド(Dundo)町 内や近郊に住む9人

の演奏者を対象にして,聞 き取 り調査や演奏曲を録音す

る作業をおこなった。また,ア ンゴラ全体における 「親

指ピアノ」の動向は首都ルアンダ(Luanda)に ある国立

人類学博物館において,チ ョクウェの親指 ピアノのタイ

プ分類に関 しては ドユン ド博物館において,そ れぞれ収

蔵品の調査を実施 した1)。

(2)調 査地の概観

　チ ョクウェは,ア ンゴラ東部を中心にして,ザ ンビァ

西部のザンベジ川上流域やコンゴ民主共和国の南西部の

カサイ川上流域にも居住するバ ンツー系の人々である。

彼 らは,キ ャッサバ栽培などの農耕を中心として,狩 猟,

漁労,咄 稼ぎなどの生業複合を営んでいる。また,彼 ら

の製作する仮面やいすなどは,ア フリカン ・アー トの傑

作 として,欧 米の博物館ではよく知 られている。

　本稿の調査地は,首 都ルアンダか ら北東に900kmの 地

点に位置する北ル ンダ州 ドユンド近郊である(図1)。 現

在のアンゴラでは,UNITA(ア ンゴラ全面独立民族同盟)

とMPLA(ア ンゴラ解放人民運動)と の内戦がつづいて

おり,国 内の陸路はほとんど使用されていない。大部分
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図1　 調査地の位置

の物 資は,首 都ル アンダか らUNITAに 支配 されていない

地域 へ飛 行機 で運搬 され る2)。1998年 頃 には,UNITAの

支配地域 が広 く現地調査 は不可能 であったが,現 在では

い くらか治安が よ くなって いるといわれる。北ル ンダ州

の民族構成では,チ ョクウェが多数 を占めるが,ル ンダ,

マ タバ,キ コング,ル バ,ル エナなどの多民族 が共存す

る状況 になっている。

　筆者 は,車 を借 りて,ド ユン ドの中心地 か ら20km離 れ

た村 までのあいだ を調査範囲 と して設定 した。 ドユ ン ド

か らの距 離でい えば,カ マ フ ィカ村 は2km,ロ シ モ村 は

13km,サ ンジ ミ村3)は16　km,マ プ ロ村 は20　km離 れ た地点

に位置す る(図1)。 この なかで,カ マ フィカ村 とロシモ

村 は,そ れぞれ1998年 に生 まれ た難民 キ ャンプであ る。

カマフ ィカ村で は,UNITAの 攻 撃 を うけて,ド ユン ドか

ら数十km離 れ た北 ル ンダ州 クイロ地 区カベ ンバ村 やカエ

ンゲ村 か らこ こに移動 して きた人が 多い。 この よ うに,

この地域 は政府側 のMPLAの 勢 力範 囲であったのである

が,1998年 にLJNITAの 勢 力 が拡大す るに ともない,村 を

離れて ドユン ド近郊に難民 キャンプをつ くる人が多い4)。

　 調査地では,1998年 に おけ るUNITAの 攻 撃の影響 がみ

られ,UNITAの 集 団 によって村が襲われたために,村 に

楽器 を残 した ままになってい る人 もいる。また,上 述の

村では,キ ャッサバの農耕 を中心に して,出 稼 ぎ,木 炭製

造 などの就業で現金 を入手 してい る点 では共通 してい る。

2.ア ンゴラの諸民族 とチ ョクウェの 「親指 ピ

　 ア ノ」

(1)国 内での 「親指ピアノ」の分布

図2は,1960年 代の現地調査によって作成 されたアン
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「親指ピアノ」の使用地

コイサンの居住地

　　　　　　 図2　 アンゴラにおける民族分布は 「親指 ピアノ」の分布

Kiokoは チ ョクウェを示す。出所:筆 者作成。民族分布は,(Redinha,1974)に よる。

ゴラの主 な民族 集団の分布 を示 してい る。 ア ンゴ ラ国内

には,数 十 の民族 集団が知 られてい る。 それ らは,バ ン

ツー系農耕民 や牧 畜民 が大部分 を占めてお り,コ イサ ン

系のサ ン(ブ ッシュキーマン)が ほんの一部を占める。

　図2は,ア ンゴ ラにお ける 「親指 ピアノ」の分布 を示

す。この楽器 は,国 内で広 く"キ サ ンジ"(txissanje)と

呼 ばれてい る点 では共通す る。これ らの なかで,「 親指 ピ

アノ」 を使 う民族 集団は,南 西部 を除いて国 内全体 に広

が ってい る。具 体的 には,ク ン ・サ ン(Kubik,1970),

ガ ングエ ラ(ル ア ンダの国立人類学博物館の展示 品),ア

ンボ,チ ョクウェ(Bastin,1992),ル ウ ェナ,キ コング,

キ ンブ ン ドゥーな どで ある。 また,国 の南西部 や南東 部

に暮 らす オ ンブ ン ドゥー,ヘ レロ,シ ン ドンガなどでの

この楽器の使用 は確認 されていない(図2)。

　 以上 の ような分布が何 を意味す るのか は明 らかではな

い。 しか し,筆 者 は,こ の楽器の伝播ル ー トを考 え る上

でい くつかの示唆 がある とみてい る。つ ま り,ア ンゴ ラ

に隣接す るコンゴル ー ト,ザ ンビアル ー ト,ナ ミビアル

ー トの3本 の流れ を想定 で きるが
,こ の うち前二者のル

ー トは重要で ある。 も ともとチ ョクウェは,コ ンゴ南部

か らアンゴラに移住 して きた ことを考慮 す ると,こ の楽

器の伝播ル ー トを推定す る際 に コンゴル ー トへの考慮が

必要 であると思われ る。

(2)チ ョクウェの 「親指 ピアノ」の分類

　 チ ョクウェは,「 親指 ピアノ」 を"キ サ ンジ"と い う総

称 で呼ぶほか に,タ イプの違 いに応 じて独 自の名称 をつ

けている(図3)。1958年 の研究で は,"カ コ ロン ドン ド"

(caco】ondondo),"ム エ ンバ"(muiemba),"リ ケ ンベ"

(rhiquembe),"サ ッ ソ"(sasso)の4分 類 がな され ている

(01iveira,1958:38)。 ま た,1961年 の研究 では,"カ コ ロ

ン ドン ド"(kakolondondo),"ム エ ンバ"(muyemba),"リ
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　 　 　 　 図3　 チ ョク ウ ェの 「親 指 ピア ノ 」("キ サ ン ジ")の 分 類

a."カ コ ロ ン ドン ド"　 　 b."ム エ ンバ"　 c."リ ケ ン ベ"　 d."サ ッソ"

e."ル ン ガ ン ドゥー"　 f."ム カ パ タ"　 g.``ム タ タ"　 　 h.``キ サ ン ジ チ ャケ レ"

(出 所)ド ユ ン ド博 物 館 の 収 蔵 品 へ の 聞 き取 り,お よび現 地 で の観 察 か ら作成 。
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プ ン グ"(1ipungu),"ル ンガン ドユー"(1ungandu),"ム カ

パ タ"(mucapata)の5分 類 が な され て い る(Bastin,

1961;Bastin,1992:24)。 このなかで前者3つ は,1958年

の報告 と共通する もので あるが新たな2者 が加 えられた。

　 しか し,本 稿で は,従 来の タイプであ る"カ コロン ド

ン ド","ム エ ンバ","リ ケ ンベ","サ ッ ソ","ル ン ガン

デ ュー","ム カ パ タ"の6タ イプ を確認 す ると同 時 に
"ム タタ"(

mutata)を 新 たに加 えて7分 類が明 らかに され

た(図3)。 さ らに,こ れ らに,鉄 で はな くパ ームの木

(ラ フィア)を 素材 とする"キ サ ンジチ ャケ レ"が 加 えら

れ る。以下,キ ーの配列,共 鳴具,さ わ りの3点 か ら各

タイプの特徴 を記述す る。

　 キーの配列パ ターンは多様 であ る(図3)。"ム エ ンバ"

と"ル ンガンデュー"は,キ ーの列 が2段 に並 んでいる

点で共通 しているが,そ の他 の もの は1段 である。"ム カ

パ タ"の キーの素材 には鉄 製 と木製 とがあ り,そ の キー

の総数 は18-23本 で最 も数が大 きい。"ム タタ"は,9

本 の キーが1段 に並び,キ ー とキ ーの間 にす きまがみ ら

れる点に特徴が ある。

　 共鳴具 には有無がみ られ る。"カ コロン ドン ド"に は共

鴫 用の ヒョウタン製の容器 がつ けられ ことが多 く,"リ ケ

ンベ"の 共鳴具 は箱型 になってい る。 これ ら以外の もの

は,必 ず しも共鳴具が ともな うとは限 らない。

　 さわ りは,と りつ ける場所の違 いで3タ イプに分かれ

る。鍵盤 の端の ものは,srカ コ ロン ドン ド","ム エ ンバ",

"サ
ッ ソ","ル ンガンデュー","ム タ タ"の5種 類,鍵 盤

の上の ものは"ム カバ ダ',キ ー にまきつ けるものは"リ

ケンベ"と"ム タタ"で あ る(図3参 照)。

　 なお,"キ サ ンジチ ャケレ"は,鍵 盤 とキー ともがパ ー

ムの木(txakele)か らつ く られ,子 供 によ って利 用 され

るとい う特徴 を もつ。

3.チ ョクウェの生活 と 「親指 ピア ノ」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

　チ ョクエの生活のなかで 「親指ピアノ」の音楽は,ど

のように関わっているのかを把握する。ここでは,演 奏

者の特性,演 奏 され る曲の歌詞の内容,通 過儀礼 とのか

かわりという3点 からみていく。

(1)演 奏 者の特性

　すべ ての演奏者 は,チ ョク ウェの男性で ある(表1の

① ～⑨)。 年齢 は,10歳 代(演 奏者⑥)か ら70歳 代(演

奏者①)と ば らつ きがみ られる(表1)。 彼 らは,カ マフ

ィカ村 に3人,マ プロ村 に2人,ロ シモ村に1人,そ の

他 の人 は ドユン ドに居住 す る(図1を 参 照)。 これ は,

各 々の村単位 でみ ると,1-3人 の 演奏 者がい るにす ぎ

ない ことを示 してい る。

　 また,多 くの演奏者 が,"リ ケ ンベ"を 使 う点で は共通

す るが,"カ コ ロン ドン ド"を 組 み合わせ る人がい る(演

表1　 「親指ピアノ」演奏者の特性

演奏者名(出 生年)　 民族集団 居住地 タイプ　　曲数 楽器の製作　　楽器の所有 習得方法

OL.F.　 (1924)

OJ.C.　 (1950)

　 A.M.　 (1938}

●L.M.　 (1940)

OM.J.　 (1953}

OT.H.　 (1984}

⑦JP.　 (1947)

●J.B.　 (1947}

⑨N.M.(1972)

チ ョク ウ ェ

チ ョ ク ウ ェ

チ ョ ク ウ ェ

チ ョ ク ウ ェ

チ ョク ウ ェ

チ ョク ウ ェ

チ ョ クウ ェ

チ ョク ウ ェ

チ ョク ウ ェ

ドユ ン ド

カマ フ ィカ

ドユ ン ド

カマ フ ィカ

カ マ フ ィ カ

マプロ

マプロ

ロ シモ

ドユ ン ド

a.c.

a.c.

8

11

a.b.c.f.g.　 　　　 23

C.

C.

a.c.h.

C.

C.

C.

7

6

9

2

4

3

不可

不可

不明

可

可

可

不可

不可

可

有

無

有

無

有

有

無

無

有

友人から伝授

友人から伝授

父から伝授

不明

いとこから伝授

祖父から伝授

村の年長者から伝授

友人から伝授

祖父から伝授

(注)a."カ コ ロ ン ドン ド"　 b."ム エ ンバ"　 c."リ ケ ンベ"　 d."サ ッ ソ"　 c."ル ン ガ ン ドゥー"　 f"ム カ バ ダ'

　 　 g."ム タ ダ 　 　h."キ サ ン ジチ ャ ケ レ"　 　 　 筆 者 の 聞 き取 り調査 に よ り作 成 。



80

奏者①②③⑥)。 一人のみ,5種 類("カ コロン ドンド"

で6曲,"ム エンバ"で3曲,"ム カパタ"で3曲,"リ ケ

ンベ"で6曲,"ム タタ"で5曲)の 楽器を演奏できるこ

とを確認 した。これらから,前 節で述べた"ル ンガン ド

ゥー"の 楽器を演奏できる人は存在 しないことがわかる。

　一人当たりの曲数では,歌 詞付 きの曲で2-23曲 を示

す(表1)。 これらは,演 奏者自らが作詞 ・作曲したもの

ではなく祖父やいとこや友人から伝授されたものである。

ちなみに,各 演奏者によって,そ の歌詞内容に重複はな

く異なっている。

　 さらに,演 奏者が楽器の製作者や所有者であるとは限

らない。村のなかで楽器の貸 し借 りは普通にみ られる。

演奏の際には,両 手の親指を使 うのが普通であるが,人

差 し指が演奏に使われることもある(演 奏者⑤の場合)。

(2)歌 詞内容の分類

　調査地において 「親指 ピアノ」の演奏を聞いていると,

歌が中心で,曲 はバ ックを流れる伴奏のようにみえる。

また,こ の楽器によって演奏 される曲には,曲 名はない

が必ず歌詞がついているのが特徴である。筆者は,各 々

の曲を対象にして曲の内容がわかるようにチョクウェ語

の歌詞の一部をとりだした。ここでは,現 地で採集 した

43曲 のなかから31曲 に限定 して,歌 詞の内容を分類する。

(　 )内 は,演 奏者名を示 している(表1参 照)。

1)狩 猟活動

TCHIBrNDA(演 奏者①)猟 師。

KUFATXA　 KATENDE(演 奏者①)捕 獲の難 しい小 さな

　　鳥。

NGOLONGO　 FUCACOMESO　 TUTETE(演 奏者⑤)猟 に出

　　かけた2人 の男。

　 2人 の男が猟に出かけて1頭 のアンテロープを捕獲 し

た。その際に,2人 は獲物の分配について話 し合った。

男は,「獲物の肉を分けるので眼を閉じて下 さい」 と言っ

た。他の男は,「 この獲物を2人 で捕獲 したので私は眼を

閉じることはできない。それでも,あ なたは,私 にどう

して眼を閉じさせたいの」と言った。

　チ ョクウェの経済の中心は農耕であるが,農 耕に関す

る歌詞は3)の なかにあるキャッサバの加工を除いてひ

とつ もなかった。経済生活では,農 耕のつぎに重要であ

ったといわれる狩猟活動5)に 関わる話題が選ばれてい

る。

2)男 女関係や親子関係

NAYIHUNGA　 MUTONDO　 WAMI(演 奏者①)私 の好きな

　　女性。

NHARI　 PHE　KVOCO　 NGU　 KWATE(演 奏者③)後 ろを向

　　 きなさい。そして,私 の乳房をつかみなさい。
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MARIANA　 BUNGEYA　 YANGOGELE(演 奏 者④)あ る夫

　　 婦 が離 婚 したあ とに,男 性は妻で あったマ リアナの

　　 ことを思ってい る。

TU夏YA　 KOCO　 LUNGA　 MACUMBATA　 MAMBA　 YICA(演

　 　 奏者⑤)男 性 が女性 を くど く歌 。男性は,性 交渉 を

　　 目的 と して,既 婚 の女性 の家へ行 ったが,女 性に夫

　　 がい るか らと拒絶 され た。 しか し,男 性は,お 金を

　　 与 えて女性 をくどいた。

MAMA　 CULI　ANAI(演 奏 者②)母 は,ど こにいるの。

ZOLO　 MOHrNA(演 奏 者⑨)母 は,あ な たと話 したいた

　　 めに,身 をととのえてい る。

　 この範疇で は,恋 愛 をめ ぐる男女 関係,母 子 関係 が中

心の テーマ と して選ばれてい るが,友 人 関係 の ものはみ

られない。

3)村 で の 日常生活

YIYA　 WATUA　 NHI　 UFUCU(演 奏 者①)夜,誰 が,キ ャ

　　 ッサバ をうすでつ いているのか?

TANGUA　 LINO　 MULIYA(演 奏 者①)太 陽 が沈む。

CHoFER　 MuQuE　 KOKA　 CAMIAO(演 奏 者⑧)ム クウェ

　　氏 が,ト ラックですばや く移動す る。

MUYA　 HE　UE　MUYA　 UAKATA　 ZALILO(演 奏 者⑥)こ の

　　 ベル トは,ズ ボンに うま くあっている。

　 ここでは,ズ ボ ンの ような衣装,ト ラ ックの よ うな輸

送手段 か ら,村 の 日常が大 きく変化 して きたことが うか

がえる。

4)村 で の教 え

SANA　 KOMESO　 UBEME(演 奏 者③)美 しくなるように,

　 　顔 を洗いな さい。

NTUHUA　 KASHI　 KURIA(演 奏 者⑤)NTUHUAと い う鳥

　　 は食べ られない。

MAMA　 KADONDOLO　 MAJI　 KUMAUEMA(演 奏 者⑥)ネ

　　 ズ ミの一種(KADONDOLO)を 蒸 し焼 きに しないな

　　 らば,食 べ るのはよ くない。

　 ここでは,歌 詞の なかに食物禁 忌の ような教 えが含 ま

れていて興味深 い。

5)出 来 事

MUATXISENGE　 YAYA　 MUACHIAVA　 CALUNZA(演 奏 者

　　①)マ チャ ンゲ氏 とマチ ャバ氏 との ライバル関係の

　　歌。

KUTXINALINGUIE　 MUJIMO　 LHA　 KUSEMUKA(演 奏 者

　　②)家 族か ら飛び 出 していった男 。 この歌 は,男 性

　　が家族 を捨 てたあ とに,自 分 が間違 ってい たことを

　　思い返 してい る。

MAMA　 WA　 NGONGEL　 WANURE(演 奏 者②)私 の母は,

　 　私が子供の ときに ウソをついた。
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WALIKONECA　 NGULO(演 奏 者②)男 が畑へ行 って,村

　　 に帰 ったら,ブ タ(NGULO)6)が 死 んでいた。

TUEYA　 KUTX田UNDA　 JITA　YA　 HETA(演 奏 者③)村 が

　　 攻撃 されたので,村 に もどれ。通信 ドラムで隣 人 と

　　 連絡 している。

SABILILA　 TATA　 HEZA(演 奏 者③)男 が妻や子 を置 いて

　　 旅 に出て,突 然に帰 ってきた。

SATCHOMBO　 TCH-NI　 WAMURIA(演 奏 者④)サ チ ョン

　　 ボ氏は,ハ チに殺 され た。

LU　NOCA　 WANGURIA　 MWANE(演 奏 者④)息 子 が,毒

　　 ヘ ビにかまれて死亡 した。

CUFA　 TXA　 KATENDE　 SONHI　 YA　MUKUATA(演 奏 者⑤)

　 　 2人 の男の歌。 カテンデ とカル ンバ とい う2人 の男

　　 がい た。 カテンデ は村 のチーフ(Soba)で,カ ル ン

　　 バ はチ こフの代役 を していた。ある ときカテ ンデが

　　 死んだ際 に,カ ル ンバ は彼の葬式 には参加 しないで,

　 　 残念 に思い他 の村 に移動 して しまった。

HAYI　 MAMA　 DOMINGO　 WUFA　 DOMINGO　 WA　 CASADA

　 　 WA　 TOKESSA　 NGOMOE(演 奏者⑤)ド ミンゴの歌。

　　 ドミンゴと呼ばれてい る男が,日 曜 日に結婚 したが,

　 　 結婚式のあ とに死んで しまった。

MUTAMBULENO　 NDVUMBA　 YA　MUKUATA(演 奏 者⑦)

　 　 ム タンブ レノ氏 は,ラ イオ ンに食べ られた。

ENE　 ALrNHI　 MATVUBU　 MARUAMA　 MUIYITUAMO(演

　 　奏者④)男 が家庭 を失 った。

TSHINIENGO(演 奏 者⑨)兄 弟 が旅 に出て,旅 先 で死亡

　　 したことをあわれむ。

　 これ らか ら,人 がハチやヘ ビや ライオ ンに殺 され たこ

と,ブ タが死 んだ ことな どの野生動物 や家畜 に関係す る

もの と,家 族の なかでの男性に関す ることに二分 され る。

6)村 での儀礼や信仰

MAMA　 MUANAM　 MUANAMI　 TANGUA　 LHATXA(演 奏

　　者②)息 子 よ。新 しい 日とな った。割礼儀礼 を恐れ

　　てはいけない。

MUANAMI　 YACUE　 CANDA　 WIVA　 WOMA(演 奏 者②)

　 　割礼儀礼 を恐れてはいけない。

NGOMBO(演 奏 者②)占 い師の歌。

SAPHAMBO-NGANGA(演 奏 者③)シ ャパ ンボ氏 は,呪

　　術師である。

　 ここで は,チ ョクウェの 少年 に とって,い かに割礼儀

礼が重要で あることが うかがえる。

7)植 民 地時代の追憶

CUMBONGE　 TXICHICUTAKO(演 奏 者①)植 民地時代 に

　　役所に行 かなかったので,役 人にたたかれ た話 し。

YIBALI　 CATUONGA　 ANGOLA　 HOLUMUCA(演 奏者②)

　 　 時 は,過 ぎて しまった。 ここは,ポ ル トガルの植民

　　地 であったが,今 は独立 してアンゴラになってい る。

N'GUNZA　 WA　 LONZA　 INDELE(演 奏 者④)NGUNZA氏

　 　 が,白 人 と闘 ってい る。

　 以上の ように1)～7)ま で の事例 か ら,チ ョクウェ

の 「親 指 ピア ノ」の曲の歌詞の なかでは,5)出 来 事 に

関係 す る歌詞 が最 も頻 度が高 い ことが明 らか になった。

また,歌 詞の内容は,チ ョクウェの生活世界の い くつ か

の断面,つ ま り経 済生活,社 会生活,精 神生活の いずれ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,
かをよく反映 した ものになっていた。

(3)生 活 のなかで 「親指 ピアノ」

　 まず,こ の楽器 は,余 暇の ときの楽 しみに使われ る。

この楽器 は,素 材 の入手 が容易で,携 帯 に便利で あるこ

とか ら,隣 り村 に訪 問す るな ど移動の際 に用い られ たと

い う。

　例 えば,ロ シモ村の人 は,約45km離 れ たサ ンジ ミ村 よ

り移住 してきた人 々である。彼 らもまた,こ の音楽 を娯

楽のために聞いていた。元 の村 では,"ム エ ンバ","カ コ

ロン ドン ド","リ ケ ンベ"の 演奏者 がそれぞれ一人いた

とい う。

　 1960年 代 のチ ョクエの社 会では,"ム カ ンダ"と 呼ばれ

る男性の割礼儀礼 の際 に,タ イコとともに 「親指 ピア ノ」

("リ ケ ンベ")の 演 奏が不可欠 であった とい う。これには,

現 在 の使用が一般的 な"リ ケ ンベ"で はな くて,ひ ょう

たんか らなる共鳴具のつい た"カ コ ロン ドン ド"が 使わ

れて い た。 これ は,ド ユ ン ド博物 館 で収蔵 され て い る

1960年 代 に撮影 された写真 に も示 されて いる。 しか し,

1990年 以 降現在 まで,カ マ フ ィカ村やマ プロ村では タイ

コのみが演奏 され るようになっている。 これは,チ ョク

ウェの音文化のなかで 「親指 ピアノ」 の役割 が小 さくな

ってきた ことを示 している。

　 これ らか ら,現 在 の北 ル ンダ州の ドユン ド近 郊では,

「親指 ピアノ」 の音楽が衰退 してい る現状 が認め られる。

4.ま とめと考察

　本稿では,ア ンゴラ北東部のチ ョクウェ社会での現地

調査をとおして,彼 らの音楽的伝統の中核を占めていた

「親指 ピアノ」の音文化と人々の生活 とのかかわりあいを

把握 した。その結果,以 下のような点が明らかになった。

(1)楽 器の形態分類 と伝播ルー トの推定
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　 従 来 の報告 では,チ ョクウェの使 う 「親指 ピア ノ」 は

4-5種 類 あ るといわれる。筆者 は,各 々に名称 を持つ

8種 類 の 「親指 ピア ノ」の存在 を確認 した。 おそ らくア

フ リカの諸民族の なかで最大数の タイプを持つ もの であ

ろ う。 このなかで も,"ム エ ンバ"は,最 も古い タイプで

あるといわれ,60年 代 に も,製 作 され ていなかったとい

う。 また"サ ッソ"は,ル ンダの人々か らチ ョクウェに

伝わ ったとい う。(Diamang,1967:38)

　 これ らの結果か ら,ア フリカ全体の 「親指 ピアノ」の

分布 を考慮 して,こ れ らの形成について推定す る。図4

は,「 親指 ピア ノ」の伝播ル ー トとチ ョクウェのそれ との

関係 を説明す るための仮説を示 している。すでに クービ

ックは,ア フ リカの 「親指 ピア ノ」 は,ジ ンバブエか ら

モザ ンビー クの海岸 にかけての地域 とナイジェ リア東部

か らカメル ーン南 部にかけての ラフ ィア地域の2つ を起

源地 として想 定 してい る(Kubik,1998)。 また,両 者の

地域 がア ンゴ ラ東 部か らザン ビアにかけて重 なっている

こ とを指摘 している(Kubik,1998)。 こ れに対 して,筆

者 はアフ リカの 「親指 ピアノ」 には,上 述の2つ に リケ

ンベ地域 を加 えて3つ の起源地 が ある と推 定 して い る。

そ して,チ ョクウェの それで は,最 も古 い もの と される
"ム エ ンバ"の 伝播 ル ー トは推定 で きないが

,"キ サ ンジ

チ ョクウェ

伝播ルー ト

推定され る起源地

図4　 アフリカの 「親指ピアノ」の伝播ルー トとチョクウェ

　　　　　　　　　 出所:筆 者作成
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チャケレ"は ラフ ィア地域,"サ ッソ"は ジンバ ブエか ら,
"リ ケ ンベ"は コンゴか らと

,そ れ ら3つ の中心地か らの

影響 を受 けて,現 在確認で きるような"親 指 ピアノ"の

多様性が形成 された もので あると考 えている。

(2)歌 詞に刻まれる生活世界

　筆者の現地調査によって収集 した43曲 の 「親指ピアノ」

の演奏は,男 性によって単独で演奏 されるのもので,す

べてに歌詞がついていた。また,こ のうち31曲 の歌詞の

内容を分析すると,狩 猟などの経済生活,男 女関係や親

子関係,キ ャッサバをうすでついているのは誰かのよう

な日常生活,こ の鳥やネズミは食べ られないという教え,

男が妻子を残 して旅に出て突然に帰ってきたことや男は

ハチに殺 されたという出来事 ,割 礼儀礼,ポ ル トガルの

役人のふるう暴力という植民地時代の歴史などに分類さ

れる。しかし,過 去25年 にわたるアンゴラ内戦に関わる

歌詞をもつ曲は見つからなかった。これは,調 査地の

人々がUNITAの 影響を受けたのが1998年 頃と新しいため

であると考えられる。

(3)生 活のなかでの 「親指ピアノ」の役割の変化

　 「親指 ピアノ」は,一 般に,娯 楽,儀 礼,現 金獲得の

ためのいずれかで演奏されるのが普通である。本稿では,

前二者を確認 したが,チ ョクウェ社会では演奏すること

を職業 とする人は生まれていない。本稿では,こ れ らの

役割のほかに,3章(2)で 詳述 したように 「当時の生

活世界が反映 された個人史の伝承」 というものを挙げた

い。これは,歌 詞のなかに登場 していた様々な出来事が

次の世代に伝承されていくことを示 している。

　 また,1960年 代の報告と現在のものとを比較すること

で,チ ョクウェの音文化の変化を考察する。当時,「親指

ピアノ」は,夜 にたき火の周 りで演奏 されるのが普通で

あった。そこでは,1日 の出来事などが話されたという。

(Diamang,1967:30)ま た,こ の楽器は運搬に容易である

ので,人 々はひとりで遠い場所を訪問するときには,必

ず持参 したという。これらか ら,こ の楽器の娯楽として

役割がうかがえる。

　 しか し,現 在,内 戦下にあるチ ョクウェの人々は,政

治経済の諸変化のなかで,大 きな文化変容を経験 してき

た。「親指 ピアノ」は,娯 楽としては残っているものの儀

礼では用いられなくなった。また,演 奏者が死亡 して,

演奏内容を伝承する人も少なくなっている。これらは,

この地域の政治経済の変容を反映 していると思われるが,

詳細な関係は不明である。
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　以上,チ ョクウェの 「親指 ピアノ」は,8種 類の もの

が存在すること,当 時の生活世界が反映しておる歌詞が

発達していること,近 年の政治経済変動によって急激に

その使用が衰退 していることが特徴であると結論づけら

れる。
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修正を加えたものである。

　アンゴラでの現地調査では,多 数のチョクウェの人々のほか

に,ル ア ンダの 国立 人類学 博物館(Museu　 Nacional　 de

Antropologia)の 館長Americo　 Kwononoka氏,北 ル ンダ州の ドユ

ンド博物館(Museu　 do　Dundo)や リスボンの国立民族学博物館

(Museu　Nacional　de　Ethnologia)の 皆様には,た いへん御世話に

なった。以上の方々に;厚 くお礼申し上げます。
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注

1)ア ン ゴ ラの ダ イ アモ ン ド会 社 で の過 去 の収 蔵 品,写 真,研 究

　 論 文 な ど は,(Museu　 Antropologico　 da　Universidade　 de　Coimbra

　 1995)に 詳 しい 。 この な か で チ ョ ク ウ ェの 「親 指 ピァ ノ」 が

　 5点 含 まれ て い る。

2)こ の 地 域 の 物 価 は,大 部 分の もの が空 輸 の ため に 高 い 。例 え

　 ば,1リ ッ トル の デ ィー ゼ ル ・オ イル は60ク ワ ンザ(約360

　 円)で ル ア ン ダの それ の 約30倍 もす る。 また,コ カ コー ラや

　 ビー ルの 価 格 は,ル ア ン ダの 約2倍 の30ク ワ ンザ(約180円)

　 で あ る。

3)サ ン ジ ミ村 で は,2名 の 「親 指 ピ ア ノ」 の 演 奏 者 が 暮 ら して

　 い た が,最 近 死 亡 した とい う。

4)2001年1月30日,調 査 地 の 近 郊 で,追 い は ぎに よ る攻 撃 に

　 よ っ て ミニバ ス が 襲 わ れ,4人 が殺 され る 事 件 が 起 き た。 こ

　 の 事 件 が,UNITAに よ る もの か は不 明 で あ る。

5)チ ョ ク ウェ は,す ば ら しい 猟 師 と して,近 隣 の 人 か ら認 知 さ

　 れ て い る(Bastin,1992:40)。 彼 らは,通 過 儀 礼 の な か で"マ

　 ヤ ン ガ"と 呼 ば れ る メ ンバ ー か らな る狩 猟 組織 を持 って い る 。

6)NGULUは,チ ョク ウ ェ語 で ブ タ を意 味 す る。　MUKISHI　 WA

NGULUは,古 くか ら使 わ れ て い る仮 面 を 示 す 。(Bastin,

　 1992:38)
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(Summary)

The Culture and Variety of Forms of the Thumb Piano played by the 
             Tshokwe in Northeastern Angola

 Kazunobu IKEYA 

National Museum of Ethnology

   The thumb piano originated in Africa and is still 

played in various areas south of the Sahara. I am interested 
in clarifying the historical process in which this instrument 

has spread throughout the regions, and the role of music 

played on the instrument in people's everyday life. 
   This paper focuses on thumb pianos, one example of 

the Tshokwe sound culture, and aims to clarify the 

relationship between the the Tshokwe sound culture and 

their lives by studying the forms of thumb pianos and lyrics 

of thumb-piano music. 

   From mid-January to early in February 2001, I listered 

to nine thumb-piano players living in Dundo and its 

neighboring areas in the northeastern regions of Angola, 

and recorded their musical performance. I also studied 

artifacts preserved at the Dundo Museum, and obtained 

information on the variety of forms of Tshokwe thumb 

pianos. 
  The Tshokwe people mainly live the in eastern parts of 

Angola, and belong to the Bantu. With farming such as 

cassava growing as their central source of livelihood, the 

Tshokwe make a living by a combination of hunting, 

fishing, and seasonal labor. 

  As a result of this field study, I identified the following 

three facts. 

(1) There are eight types of Tshokwe thumb pianos, each of 
which has a different name according to its form, although 

a previous study specified only four to five types. 

(2) 43 pieces of music are songs performed solo by men, 
and the all have lyrics. I studied the lyrics of 31 songs, and 

classified them the following themes: economic life, such 

as hunting; the relationship between a child and parent or

between the sexes; everyday life, such as asking who is 

pounding cassava in a mortar; teachings such as which 
birds and mice are inedible; the incident of a man who left 

his family to travel and suddenly came home, or of a man 

killed by bees; circumcision rituals; and the history of the 

colonial era, including the violent acts of Portuguese 

officials. None of the collected songs, however, refer to the 

Angolan civil war, which lasted for 25 years. I suppose this 

is because the people studied experienced the war around 

1998, which is relatively recently. 

(3) The thumb piano is usually played for recreation, 
rituals, and making money. I found instances of recreation 

and rituals, but no one in Tshokwe society plays it as an 

occupation. Playing the thumb piano also has another role, 

other than the above, of handing down the Tshokwe 

people's personal history, reflecting their lives and 
surroundings, because incidents described in the lyrics are 

passed down from generation to generation. By comparing 
a report in the 1960s with this one, it is also clear that the 

thumb piano is no longer used in rituals although it is used 

for recreation. There are now fewer people to pass down 

the lyrics than in the past as some of the thumb piano 

players have died. 
  This study showed that the music is performed by 

thumb piano has a variety of forms and that the role of this 

music in people's lives is declining, unlike in the past when 

it was closely related to everyday life.


